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【目的】　我々はこれまでの研究で下顎

頭形態と関節円板前方転位の関係について

外側極が内側極よりも低く、その高さの差が

大きい関節は重症化していること、復位を伴

わない関節円板前方転位を示す関節は下顎

頭断面積が小さいことを報告してきた。今回、

顎関節症の初発時期と考えられる若年者を

対象に顎関節部MR画像検査を行い、関節窩

に対する下顎頭の位置と関節円板前方転位

との関係について検討した。

【方法】　対象は鹿児島大学病院小児歯

科へ来院した顎関節症女子患者93名（平均

年齢15．1歳）の181関節である。矢状断の

画像をEliasらの方法に準じて関節窩および

下顎頭の計測を行った。

　対象関節を関節円板の前方転位を認めな

い群（NORM群）、復位を伴う関節円板の前

方転位群（DDW群）、復位を伴わない前方転

位群（DDWO群）に分類した。

　下顎頭中点の前後および上下の位置につ

いて、対応のない一元配置分散分析を行い、

Tukeyの方法による多重比較を行った。

【結果および考察】　下顎頭の前後の位置

関係について、3群間で有意な差は認められ

なかった。上下の位置関係については

NORM群とDDWO群、およびDDW群と
DDWO群には有意差は認められなかったが、

NORM群とDDW群間に有意差が認められ
た。これらのことから関節円板の前方転位に

より下顎頭が上方に押し上げられているこ

とが示唆された。

【目的】ストロンチウム（Sr）は、微量元素

の中でも特に婚蝕との関連が深い元素である。

今回、乳歯エナメル質からのSrの溶出挙動を

解析し、餅蝕との関連性およびフッ化物使用状

況との関連性について明らかにしたので報告

する。

【対象と方法】九歯大・小児歯科診療室および

北九州市内の小児歯科医院で乳歯106本を

収集し、収集と同時に口腔内審査およびアンケ

ー ト調査を行った。乳歯表面を洗浄し、歯冠部

の健全なエナメル質のみが人工唾液と接触す

るように、歯根部等をレジンで覆ったe試料を

pH6．2および5．5の人工唾液中に4時間

浸漬し、エナメル質から溶出したSr量を原子

吸光分光光度計を用いて定量した。

【結果】Sr溶出量に男女差及び歯種別差は認

められなかった。Sr溶出量は、　pH6．2、

5．5共に健全歯群より頗蝕経験歯群で有意に

高く、鯖蝕経験歯群におけるSr溶出量は治療

歯群の方が未治療鯖蝕歯群より高かった。また

3～4ヶ月に一度フッ化物を塗布した児童は

未塗布者に比べてSr溶出量が有意に低かっ

た。

1考察】唾液中のSr量の解析によりSrが顔

蝕感受性の高い歯から溶出する可能性が示唆

されていた。今回の実験では、健全な歯質部分

のみを用いたにもかかわらず、pHに関係なく

繭蝕歯では健全歯に比べて2倍以上のSrが溶

出することを明らかにした。これらの結果は先

の可能性を実証し、さらにSrが鱈蝕感受性の

指標となることを示した。また、フッ化物使用

によりSr溶出量が減少することからもSr

が脱灰の指標となることが示された。
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